
講演会のご案内 

財政危機と日本の政治経済    
 - 『財政破綻後』を展望する  

日時 
2018年10月 19 日（金） 
16：00 ～ 17：30（受付開始15：30） 

会場 
日経茅場町カンファレンスルーム 

 東京都中央区日本橋茅場町2-6-1 
 日経茅場町別館 地下1階  

講師略歴 

参加料（消費税込み） 
当日会場にてお支払い下さい。 

①1,000 円  CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、
CCMA、CMA受講生、大学生 
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く） 
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方） 
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。 
⑤3,100円 上記①～④以外の
方 
 
 

申込方法 
     をクリックし、該当講演会の
「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。 
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。 
 

問合せ先 
日本証券アナリスト協会 
講演会・セミナー担当 
TEL 03-3666-1515 
FAX 03-5640-4529 
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp  

小林  慶一郎（こばやし けいいちろう）氏    
慶應義塾大学経済学部 教授 

日本の政府債務は膨張を続けている。財政を安定化させるには消費税率
を30％にする極端な緊縮財政が必要。この財政問題が日本の経済成長
を低下させるメカニズムを概説する。また、財政再建になぜ着手できないの
かという問題を、世代間協調の困難さという観点から論じ、将来世代の利
益を現在の政治に反映させる手法を探る。 
  

講演内容 

1991年東京大学大学院修了後、通商産業省(現経済産業省)入省。
98年経済学Ph.D.取得(シカゴ大学)。経済産業省課長補佐、経済産業
研究所上席研究員を経て、2010年より一橋大学経済研究所教授、13
年より現職。キヤノングローバル戦略研究所研究主幹、東京財団政策研究
所研究主幹、経済産業研究所プログラムディレクターを兼任。専門はマクロ
経済学、経済動学。著書に『日本経済の罠 － なぜ日本は長期低迷を抜
け出せないのか』(共著、2001年日本経済新聞社、第44回日経・経済図
書文化賞および第１回大佛次郎論壇賞奨励賞受賞)、『日本破綻を防ぐ 
２つのプラン』(共著、2011年日本経済新聞出版社)、『ジャパン・クライシ
ス － ハイパーインフレがこの国を滅ぼす』(共著、2014年筑摩書房)、
『ROE最貧国日本を変える』(共著、2014年日本経済新聞出版社)、『財
政と民主主義』(共編著、2017年日本経済新聞出版社)、『財政破綻後 
－ 危機のシナリオ分析』(編著、2018年日本経済新聞出版社)など。 
 
 
 
 

講師 

申込み期限 
2018年 
10月12日（金） 

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県 地 図 

こちら 

申込はこちら 

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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